高度で幅広い教養教育 : 福井大学の共通教育がめざすもの by 児嶋, 眞平
特別寄稿高度で幅広い教養教育
一福井大学の共通教育がめざすもの一
学長 児嶋 眞平
平成16年4月に国立大学が法人化されたのを契
機 にして、教育 ・研究 ・診療 ・社会貢献のいずれ
の分野でも、ますます大学間の競争が顕在化 して
きた。
共通教育でも、他大学とは、ひと味もふた味も
違 う特色をもった教養教育を積極的に実施 して行
くことが、強く求められている。
文部科学省では、特色を持つ大学教育 プロジェ
ク トを支援していこうと、特色GP(goodprac-
tice)、現代GP,医 療人教育GP,教 員養成GP、
国際交流GP、 魅力ある大学院教育GPな どのプ
ログラムをつくって、新 しい大学教育 に取 り組ん
でいる大学を支援 しつつある。
福井大学は、すでに平成11年より教養教育の大
幅な改革 を実施 してきた。その実績が高く評価さ
れて、平成17年度の特色GPに 、福井大学の 「よ
り高い現代的な教養教育をめざして」 というプロ
ジェク トが文句な しに採択された。
高度で幅広い視野をもつ人材育成には、高度な
教養教育を全学生に共通教育として提供 していく
ことが必須であることはいうまでもない。福井大
学ではそれを実践 してきた し、さらに発展的に改
善を続けている。
さて高度な教養教育とは、何であろうか?
ある分野について高い教養をもつためには、入
門科目から始まり、基礎的科目、よ り専門的な科
目へと、高度な内容の科目へ段階的に履修を進め
ていくことが必要である。入門科 目だけをあれこ
れ 「つまみ食い」のように履修 しただけでは、と
うてい高度な教養は身に付かない。本学の文京キ
ャンパスの副専攻制における副専攻科 目群や、医
学部のコアカリキュラム制は、このような趣旨で
つくられた。
高度で幅広い教養とは、何であろうか?
自らの主専攻分野 とは異なる学問分野を、副専
攻 といえるほど、かな り高度な段階に至るまで学
ぶことによ って、複視眼的な能力を身につけるこ
とができる。すなわち、ものことを判断するとき
に、いろんな角度から調査検討 して、立体的に見
ることができる能力を持つことができる。一方的
な見方では、判断を誤ることがあるので、正確な
判断をするためには、高度で幅広い教養が、大学
卒業生に備わっていなければな らないのである。
医学部におけるチュー トリアル教育でも、広い視
野を獲得することができるはずである。
以上のよ うな高度で幅広い教養教育を実現 して
いくのが、福井大学の共通教育の目標である。
幸い、文京キャンパスでは、副専攻科目を取得
しようとい う学生が増えてきているので、卒業時
に副専攻取得を認定される学生数が年々増えてい
くもの と確信 している。また、医学部のコアカリ
キュラムとチュー トリアル科目も着実に実施され
ている。
福井大学の特色ある優れた大学教育が、教職員
の努力で今後も継続的に維持 ・発展 していくこと
を強 く願っている。
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